
腹腔鏡下減量・代謝改善手術 術式別症例数
(例)
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2022年度の腹腔鏡下減量・代謝改善手術の内訳
(n=985)

腹腔鏡下スリーブ状
胃切除術 92.7%

腹腔鏡下スリーブ
バイパス術 1.9%

Revision 4.7% その他 0.7%

腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の合併症 13例 (1.4%)
(縫合不全3, 消化管出血2, その他8)

術後30日以内の早期再手術 2例 (0.2%)

術後30日以降の晩期再手術 0例 (0%)

術後死亡 0例 (0%)
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肥満症に対する内視鏡的治療 術式別症例数
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